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   This report deals with some contributions to the elucidation of the outbreaking mechanism 
of filarial chyluria, applying lymphography (LG) of the pedal infusion method by Kinmonth 
and as well as characteristic findings in the lymphatic system. The findings ascertained in the 
present study are as follows 
   1) As to the pathogenicity of chylurial disease, the studies were focused to clarify the 
mechanism of retention of chylic lymphatic fluid and its process of pouring into the urinary 
tract. 
   2) On the former problem, Okamoto (1963) suggested the following mechanisms as the 
cause to lie in its cause in the order of inflammation due to space occupation of pelvic retro-
peritoneal lymph vessels by adult filaria worms, allergic inflammation (deep filarial fever), 
hypertrophy, dilatation, and valvular insufficiency of lymphatic vessels, retention of lymphatic 
fluid, and its extension as far near the cisterna chyli. In the present study, it was found that 
the chylurial disease was characterized by increase of number, dilatation and zigzagging 
intricacy of the pelvic and lower lumbar retroperitoneal lymph vessels and in some cases 
swelling and increase of the pelvic lymphatic glands. The above findings in the lymphatic 
vessels indicate the alterations on circulus vitiosus consisting of the retention of lymphatic 
fluid and aggravation of the disease. By the fact that the process extend as far as near the 
cisterna chyli, the above mentioned Okamoto's assumpsion was able to confirm. 
   3) The pouring of chylic lymphatic fluid into the urinary tract was found to occur extre-
mely frequently in this disease. The observation of the renal lymphatic figures (backflow figure 
of renal lymphatic system) by LG could easily demonstrate the lesion in which chylic lymphatic 
fluid flows back into the renal lymphatic system. In the area of thoracic duct no impediment 
was observable causing lymph flow retention, so that it is reasonable to conclude that the 
lymphatic backflow into the renal lymphatic system is attributable to the dilatation and the 
valvular insufficiency of lymphatic vessels which gradually extend upward and to the retention 
of lymphatic fluid as near the cisterna chyli. On the other hand however, it was unable to 
deny the possibility of exasperation of lymphatic vessels in the renal lymphatic system as well 
as in the lower lymphatic system. 
   4) As to the process of chylic lymphatic fluid pouring into the urinary tract, it is 
hitherto shown for the most part, being  "  the backflow of chylic lymphatic fluid into the renal 
lymphatic system, lesions of mucous membrane in renal calices and renal pelvis, and pouring
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into the urinary tract." In the present study, the process was further clarified by contrasting 
the renal lymphatic figure of LG with the backflow figure of RP. 
   5) In the chylurial disease, the renal lymphatic figures appear bilaterally and on the aff-
ected side there is remarkable clearness. As a rule, this disease should be considered to develop 
on both sides. The unilateral  occurrence of this disease may be considered to be due to an 
individual difference of the anastomotic condition in lymph truncus near the cisterna chyli and 
of the presence of weakened resistance in the renal calices and renal pelvis which becomes the 
cause of the backflow figure of RP. However it is thought that the factors concerning develo-
pment the communication with the urinary tract play the dominancy on the  backflow into renal 







































リソバ系に注入 してX線 学的 に リンパ管 お よび
リソパ節 を描出 し,リ ソバ系 の生 理的 あるいは
解剖学 的正常像 と各種疾 患時 に おけ る像 を 比
較,検 討 して臨床 的に診断,治 療 に応 用す るも
のであ る.本 法発展の歴史 お よび臨床 応用につ
いては後述 す るが,Kinmonth(1952)が臨床
応用 の途 を開発 して以 来現 在にお ける応用 目的
の主 眼は泌尿性器,腹 部腫 瘍 の リソバ系転 移の
診断 と治療法 への応 用であ る.泌 尿器科領域 に
おい ても同様 である.著 者 の教室 にお いて も昭
和37年(1961)以降 同 じ く泌尿,性 器腫瘍 にお
け る応用を試み る一方,教 室 におけ る年来 の研
究対 象で あるフィ ラ リヤ性乳魔 尿の リソバ系の
変化 の追求 に本法を応用 してきた.こ の論文で
は本法 に より乳慶 尿症 の リソバ系 に特殊 の注 目
すべ き所 見を発見 し,本 症 の発生機 転の解明に
さ らに一歩 を進 め得 た と信 じるのでそれ につい
て報告す る.







ンパ管に注入して レ線学的に これを 描出した.そ の





















































month法と呼 ば れ て,そ の 後 多 くの 追 試 と細 部 の 改
良 が 加 え られ て 現 在 で は 各 部 の リン パ 系 造 影 法 の
Standardの手 技 とな って い る.最 も利 用 範 囲 の 広 い
のはKinmonthの原 法 に よる足 背 注入 法(pedalLy-
mphography)であ るが,本 法 に よる造 影 範 囲 は 下 肢 ,
鼠 径 部,骨 盤 部,腰 部,後 腹 膜 リソバ系 に お よぶ と さ
れ る が,著 者 らは 胸 管,鎖 骨 上部 ま で の リンパ 系 を 充
分 に描 出 し得 て,こ の系 統 の リンパ 系 の造 影 法 と して
は 一応 完 成 され た も の と思 わ れ る,
注 入部 の リソパ 管 染 色 の た め の染 色 液 と して はKin-
monthはPatentbluevioletを使 用 した が,そ の
後Evansblue,Directskyblueなど も 使 用 され,
東 福寺(1966)の 本 邦30施設 の調 査 で は11%Patent
blue23施設,Evansblue18施設,Directskyblue
2施設,Indigocarmin1施設 で あ った.
使 用 造 影 剤 はZhenthinandSchambrom(1958)
がL.ad.でEthiodo1が優 れ てい る こ とを い った が,
Scheehaneta1.(1961)はLang.の臨 床 応 用 で 種
々の造 影 剤 を検 討 した 結 果,同 様 にEthiodo1が造 影
力 の 点 で 最 も優 れ て い る こ とを 認 め た 。東 福 寺(1966)
の前 述 の 本邦 の 調 査 で も 油 性 造 影 剤 で あ るPopiodo1
(DR.47)18施設,LipiodolUF(Ethiodo1)19施設,
Myodi112施設,Moljodol6施設,水 性 造 影 剤 は 僅 か
3施 設 で,造 影 力 の 強 い 油性 造 影 剤 で か っMoljodo1
に 比 し粘 稠 性 の 少な いEthiodo1系統 の も のが 多 く使
用 され て い る.著 者 も後 に のべ る よ う にMoljodo1,
DR44(Myelopaque),Popiodo1(DR47),Myodi1,
Lipiodolu.F.など種 々 の も のを 使 用 した.注 入方
法,注 入 時 間,注 入 量,撮 影 時間 な どに つ い て も細 か
い 発展 と研 究 者 に よ り多 少 の 差 異 が あ るが,こ こで は
省 略す る.後 に 著 者 の使 用 した方 法 を のべ るが 多 くの
施 行者 が 大 同少 異 で あ る.
2)本 法 の 臨床 的 応 用
Kinmonth(1951)は原 因 不 明 の下 肢 の浮 腫 の 検 索
の 目的 で足 背 刺 入 に よ るL.ang.を 開 発 した が,そ
の 後 本法 で鼠 径 部,骨 盤 部,後 腹 膜 の リン パ系 を 描 出
す る 目的 は主 と して リンパ 系 腫瘍,悪 性 腫 瘍 の リンパ
節 転移 の 診断 に む け られ た.Bruun(1956)の研 究 以
来Scheehan(1961),Wallace(1962),Schaffer(1962),
Averetle(1962),Baum(1963),黒田(1963),百瀬
(1963),Ditchek(1963)その他,最 近 で は す で に 網
羅 す る暇 が な い ほ どで あ る,ま た,泌 尿 器 科 領 域 に お
け る足 背 刺 入 以 外 の 方 法 で はViarnonte(1960)が始
め た陰 茎 背 面 リソパ 管 注入 法 はSchaffer(1962),百瀬
(1963),Donini(1963)などに よ り追 試 され て 陰 茎
支 配 の ソケ イ腺 の描 出 が試 み られ,珊 丸 リンパ 管 の 局
88 永田:リ ソバ系造影法による乳魔尿症の研究






















































ら(1965)があ り,描出され る リンパ管像が正常と異
なり,増加,屈 曲,拡張 して多数の副行枝がみられる
ようにな り,造影剤が逆流 して腎 リンパ系の描出,さ
らには腎杯,腎孟への流入などの所見がみられること

























おむねこれで足りるが,さ らに腎 リンパ系,胸管 リソ
バ系の解剖も必要であるので忽那(1962,1965),大
森 ・金井(1965)の記載からも引用 して解剖および レ
線解剖の所見を綜合して簡単にのべる.(第1～6図
参照)
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吻 鉱 ゆ々 四 σ謡
第6図 乳慶槽附近の リソバ系
に腸 骨 リソパ 節 と連 絡 す る.こ れ ら表在 リソ パ節 は 伏
在 静脈 の分 岐 部 を 中 心 として 上 内,上 外,下 内,下 外
の4群 に わ け られ て い る.
深 鼠 径 リソパ 節 は1～10個,平 均3～4個 で,腸 骨
窩 で 大腿 動,静 脈 の周 囲に 存 在 し,そ の輸 出管 は 大 部
分 は外 腸 骨 リソパ 節 に入 り一 部 の もの は一 旦,内 腸 骨
リソ パ節 を経 由 し,外 お よび 総 腸骨 リソパ 節 に 入 る.
これ よ り上 部 の腸 骨 部 リソバ 系,大 動 脈 周 囲 リンパ
系 につ い てはCuneoandMarcille(1901)の記 載 を
引 用す る と,外 腸 骨 リン パ群(Externaliliacgroup)
は 外腸 骨 動,静 脈 の 周 囲に あ り3つ のchainに 分 類
され る.す な わ ち 外 腸 骨動,静 脈 の 外 側 で3～4個 の
リンパ 節 を もつexternalchain,外腸 骨 静 脈 の上 に あ
り2～3個 の リソ パ節 を もっrniddlechain,外腸 骨
静 脈 の 下 に あ り3～4個 の リン パ節 を もっinternal
chainであ る,こ れ らは血 管 に 沿 って 上行 し総 腸 骨 リ
ソバ 群 に そそ ぐ,
内腸 骨 リソ バ群(Hypogastricgroup)は内腸 骨 動
脈 の 分 岐 部 に4～8個 あ り,そ の配 列 は 不 正 でそ の最
も後 面 に あ る ものは 外 側仙 骨 動 脈 の周 囲 に あ り外 側 仙
骨 リソパ 節1ateralsacralnodesと呼ば れ 総 陽 骨 リ
ソバ 系 に 連絡 す る.
総 腸 骨 リソ バ群(Commoniliacgroup)も同様 に
外 側 部,中 間 部,内 側 部 の3つ のchainにわ け られ
互 に 交 通 を もちな が ら腹 部 大動 脈 群 に つづ く.
腰 部 大 動脈 群(Abdonino-aorticgrouP)は20～30個
の リソパ 節 を もちそ の 輸 入管 は骨 盤 腔 内 の す べ て の リ
ソパ 節 の 輸 出管 と後 腹 壁,S状 腸 お よび 腎,尿管 お よび
性 器 よ りで る リソパ 管 よ りな り右 外 側 部rightlateral,
左 傍 大 動 脈 部1eftjuxtaaorticchain,大動 脈 前部pre-


















肝(1部 をのぞ く)からの リソパ管を集め,腹 大動脈
の上腸間膜動脈と腎動脈を分枝する中間の高さで乳魔
槽の前壁あるいはそれ よりも下方に向か う本幹で,腹
腔 リソパ節の集合輸出管と上腸間膜 リンパ節,右 およ
び中結腸 リソパ節の集合輸出管の合流によって形成さ






































































パ管の拡張,増 生,不 規則走行,直 径の不平等のほ
91
か,リ ンパ 管 像 の 消失,逆 流,盗 流,偏 位 な どが描 出
され る.
乳 魔 尿 症 の リソ パ管 像 の記 載 はKittredgeeta1.
(1963),Swanson(1963),岸本(1963,1964)のも
のが あ るが,一 致 した 所 見 は 描 出 され る リンパ 管 群 の
増 加,迂 曲 と静脈 瘤 様 の拡 張 で しば しば多 数 の副 行 循
環 を 伴 う とい うも ので あ る,リ ソ パ 節は 描 出 され る も
のが 少 な い こ とが注 目され る.ま た 全例 に 腎 リソパ 管
像 の描 出 と尿 路(腎 孟,腎 杯)へ の造 影 剤 の流 下 像 が
認 め られ た.Kittredgeeta1.の症 例で は 注 入 さ れ た
造 影 剤 が 所定 の リンパ 系 領 域 に到 達 す る のに 時 間 が か
か り,し か も長 期 間 拡 張 した リン パ管 内に 保 留 さ れ る
所 見 もあ った.し か し,こ れ らの報 告 は 少 数 例 で あ り
か つ 胸 管 像 につ い ては ほ とん どふ れ てい な い.阿 世 知
・永 田(1964)の成 績 は 本 論 文 の 予報 で あ るの で 後 で
そ の詳 細 を 記 述 す るが,フ ィ ラ リヤ 症で も乳 魔 尿 症 と
そ の他 の フ ィ ラ リヤ症 で は リンパ 系造 影 像 が 特 徴 的 に
異 な る こ とを み てい る.
正 常 リソ パ 節像:正 常 リソパ節 は配 列,分 布 も変 異
に 富 み一 定 像 が な く形 態 も種 々様 々で あ る.円 型,卵
円型,三 角形,腎 型,鎌 状 で,そ の大 きさ も種 々 で あ
るが 最 大径 は 平 均1.5～2,0cm以下 とい わ れ る.輪 廓
は 平 滑 で 内部 はhornogeneousreticulo-9randular-
patternが特 徴 と され る.
異 常 リソ パ節 像:従 来主 と して観 察 の 対 象 とされ た
のは 炎 症,癌 転 移 像,そ の 他 の腫 瘍 として リソパ腫,
Hodgkin氏病,慢 性 リンパ 性 白血 病 な どの 特 有 な所 見
が 記載 され てい るが,こ こで は前 述 山下 らの 分類 を あ
げ る と リソ パ節 の異 常 所 見 は1)位 置 お よび 形 の 異常
displacementandtransformation2)大きき の異 常
一 拡 大enlargement,縮小reduction3)内部 構 造
の異 常unusualofinternalstructurea)陰影 欠 損
創1ingdefect一部 分的 欠 損partialfillingdefect,中
心 性 欠 損centralfillingdefect,全欠 損 otalfilling
defectb)異 常充 盈abnorma1創1ing一 無構 造
homogeneousfillingornonstructure,斑状 構 造
maculatedfillingの項 目で あ る.
乳 魔 尿 症 にお け る 所 見 の 報 告 は 前 述Kittredgeet
a1,その 他 の報 告 で描 出 され る リンパ 節 の 数 が 少 な い
とい う記 載 が あ るの み で あ る.
フ ィ ラ リヤ症 の リン パ系 の変 化 は 岡 元(1961,1963)
は始 め に 虫 体 お よび 細 菌 に よ る単 純 性 お よび ア レル ギ
ー性 炎 症 が お こ る と推 測 して い るが ,一 般 に リンパ 系
の炎 症 の リンパ 系影 像 は リソ パ管 の数 の増 加 と節 の 腫
大 が認 め られ るが 正 常 の輪 廓 と内部 構 造 を 示 す と され





























悪感,呼 吸困難,咳,胸 部痛,血 疾,肺 野の異常,チ
アノー・ゼ,乳魔尿軽快(5例),転移促進(11例,ユ.08













た"骨 盤部,後 腹膜 リンパ系 のフィラリヤ虫寄生お
よび細菌混合感染による単純性あるいはアレルギー性























パ節か らの造影剤の漏出が多 く,充分に上部 リソバ系
が造影されない 欠点があ り,後 は専 らL.ang.に切
りかえた.
L.ang.はKinmonth法にならい足背注入法(pedal





















1本 の リソパ管 の注 入 に 失敗 す れ ば 他 の リソ パ管 に 直
ち に変 換 刺 入 で き る利 点 が あ るか らで あ る(写真1).
4)リ ソパ 管 は 充 分 周 囲 組織 か ら剥離 しE.b.注 射
部 位 の マ ヅサ ー ジ と足 関 節 部 の ゴム管 緊縛,圧 迫 に よ
って リソ パ管 の 拡張 を 促 して注 射針 の 刺 入 を 容易 な ら
しめ る.5)注 射 針 は1/4針 を 用い,夏 目機械 製 作 所
の 自動 微 速 注入 機 に つ け た ポ リエチ レン管 に 連 結 す
る(写 真2).6)造 影 剤 を0.3cc/minの割 で注 入,
大体30分を要 して約10ccを注 入 し,1側 に10～13cc
注入 す る.7)撮 影 時 間 は 注 入 終 了 直後,1時 間,24
時 間後 の3回,撮 影 部 位 は 骨 盤 部,腰 腹 部,胸 部 の3
ヵ所 で あ る.体 位 は 腹 背 位 が 大 部分 だ が,1部 は斜
位,胸 部 の胸 管 の描 出で は 断 層 撮影 も行 な った.
b)造 影 剤
すべ て油 性造 影 剤 を 使 用 し,Moljodol,DR44
(Myelopaqueの改 良 品),DR47(Popiodo1),Myo-
di1・LipiodolU・F・(Ethiodi1)などを 順 次 試用 して
きたが,後 に は 後3者 を 主 と して 使 用 した.東 福 寺
(1965)の本邦30施設 の 調 査 で も この3老 の使 用 が最
も多 い.著 老 の経 験 で は上 記 使 用薬 剤 の リソパ 管,リ
ンパ節 の 造影 力 に は大 差 は な い よ うで あ った .
c)観 察方 法(写 真3,4)
前章 の リンパ 系 の解 剖 お よび レ線 解 剖,リ ソバ 系 の
レ線 像 の項 で の べた よ うに 足 背 か ら注入 され た 造影 剤
で直 後 お よび1時 間後 に リソパ 管,24時間 後 撮 影 で リ
ソパ 節 が描 出 され る 。描 出 され る リソバ系 は 下 方 か ら
1)下肢 リン パ系,2)浅 鼠 径 リソバ群superficial
inguinallymphaticgroup3)深鼠径 リンパ 群deep
inguinallymphaticgroup4)外腸 骨 リンパ 群exte-
rnaliliaclymphaticgroup(externaIchain,middle
chain,internalchain)5)内腸 骨 リソ バ群hypoga-
striclymphaticgroup,これ は普 通描 出 され る こ と
は 少 な い が,後 述 す る よ うに 乳 庭 尿 な どの リンパ の う
つ滞 す る 症例 では 仙 骨 リン パ群sacrallymphatic
groupとと もに み られ る こ とが あ る.6)総 腸骨 リソ
バ群commoniliaclymphaticgroup(lateral,




は 描 出 され な い)9)腎 リン パ系renalIymphatic
vessels(後述 す る如 く乳 魔 尿 症 で しば しば み られ る)
10)胸管Ductusthoracicus(乳魔 槽cisternachyli
か ら,静 脈 角 に 注 ぐま で,そ の部 で はVirchow節お
よび左 鎖 骨 下 リソバ 系,左 頸 リンパ 系 も1部 描 出 され




































































分 で な い た め,Lymphogramを観 察 す るに 」甚え た 症
例 は 第2表 の ご と くL,ang.40例,L.ad.11例,計
51例で あ った.L.ang.は49例中40例が 観 察 の 対 象 に
な り得 た が,L.ad.は実 施49例中11例が 対 象 に な り得
た に す ぎな い.し か し,こ の11例もL.ang.に比 較す
る と腎 リソバ 系,胸 管 領域 へ の注 入 量 が 充 分 で な く次
章 か らの 各 部 リソ バ系 の 観 察 はL.ang.40例の み に
つ い て 行 な った 、
IV鼠 径部,骨 盤部,腰腹部リンパ系
の観察
前 述 した 如 くLyrnphogramの明 瞭 で あ ったL.
ang.40例につ い て観 察 した.症 例 は 第2,3表 の如
く乳 康 尿 症20例,そ の他 の フ ィ ラ リヤ症(以 下 フ ィラ
リヤ症 と称 す る)7例,尿 性 器腫 瘍5例,そ の他 の 泌
尿 器 疾 患8例 で あ る 、
第2表L.ang.お よびL.ad.の 観 察 対象 例
…lA・ 計
乳 魔 尿
フ ィ ラ リ ヤ 症














計 40 11 51
Dリ ンパ管の観察
乳魔尿症20例について リソパ管の特徴的な変化は骨
盤部撮影で描出される鼠径 リソバ系,腸 骨 リソバ系,
腰腹部撮影で描出される腹部大動脈 リンパ系のリソパ

























れたが,数 の増加,蛇 行錯綜は著明ではな く性質がや










性鼠径部 リソパ節炎,下 肢,外 陰部象皮病 精索フィ
ラリヤ症,陰 嚢水瘤などでは表在性 リγパ節,と くに
鼠径部 リンパ節の腫大を伴 う症例が多い リンパ系造



















中,著 明1例,軽 度2例,正 常2例,そ の他の疾患で
は8例中著明1例,軽 度4例,正 常3例 でいずれ も著




第3表 鼠径部,骨 盤部,腰 腹部,リ ソバ系の
観察(玉)(L鍛9.)


















































∴ 乳魔尿症においては リγパ管の増加。拡張,錯 綜が著明で他の フ








































第4表 鼠径部,骨 盤部,腰 腹部リソバ系の
観察(2)リ ンパ管,リ ンパ節の綜合
観察(】L.ang.)

























































在性熱発作,後 者を深在性熱発作 と名付けた.臨 覚症
状も異なり,麟表は悪寒発熱と局所皮虜の発毒腫脹,




















































骨盤部におげる左右の外賜骨 夢ソバ領域,肉 腸骨 夢
ソバ系も骨盤内臓器の組織 リンパ系を介して左右の吻
合のあることは勿論であるが正常例のリンパ系造影で




















第7表 骨 盤 部,腰 部 に お け る両 側 リンパ 管 の吻 合状 態 の観 察






























































恥 骨 上 部
麟 膏 部
L4～Ls






























































ンパのうっ滞 とともに リンパ系の病変がより強 くなる
ものと考えられる.


























リンパ領域である.ま た 左右側の 吻合路の描出のほ





































V腎 部,胸 管,鎖 骨上部 リンパ系の観察
D観 察方法と出現状態(第8,9,10表)
造影剤注入直後,1時 間後に リンパ管像が描出され





















































その他の フィラリヤ症8例 では 腎部像の 出現はな
く,胸管像は3例に鎖骨上部像は5例 に描出され,同
じく胸管の通過障害はない.尿性器腫瘍7例 では腎部




































































































































































第14表 腎部像 とRP逆 流像 との関係(2)
排 出 腎13個 P隣 出腎11個
第13表 腎部像 とRP逆 流像 との関係(1)
(13例)
罰 症例 病 名 撮影法腎部像 ・噛 膿













計 13 11N塘 藤 左乳馴 …llll1:;
・楠 元固 〃 〃 劃 ± ±陣 明
・1平松圃 〃 〃1奎1‡ ‡1粁
・亀 井圃 〃 〃園#=
1噌 ・ 左1〃 〃隆#;・
nl中村1?列 列 奎屠;1不 鯛
12困 圃 〃 〃1奎障=
14[後藤 左1列 〃 劃 車 ±1不糊
15福 留 左 【 〃 〃 薩 隣 不
16鮫 島固 〃 〃 園 韓;
17久 保圃 〃 〃園#±
,・[上原国 〃 〃1到 尋 ‡






































































































































































































































ポ ピオ ドー ル
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2)悪心,1幅吐,血 圧下降の著明にみられたものが
3例あった.こ のうち1例 は4日間意識がやや混濁 し
た、
3)ヨー ド過敏症が1例 みられた.本 法施行後に企
身に発疹がみられ,後 日のIPお よびヨードカリ反応
でも強度の陽性反応をしめした.























尿中にその仔虫を発見 して以来,本 症 と糸状虫

















の奄美大島の 調査に よると熱発作,リ ソパ腺
腫,陰 糞水瘤,象 皮病,乳 慶尿.指 宿(1955)
の同じく奄美大島の調査では 熱発作,陰 糞水



















レルギーの状態も準備 される.そ の結果,皮 膚




















してきた ものは僅かに1例 にすぎず,女 子の鼠



































発作)一 リンパ管肥厚,拡 張,弁不全一 リンパ
流のhypostasis一下流変化
ソバ管 内に フィ ラ リヤ成 虫 占居一感染一 リンパ
管拡張,変性一内容粘稠化"を 考 え,木原(1954)
は"骨 盤部,後 腹膜 リンパ管内成虫 占居一炎症
一 リソパ管硬化,拡 張,弁 不全 一 リンパ流 の
hypostasis一下 流にお よぶ"と してい る.岡 元
(1963)は骨盤部,後 腹膜 リソパ管内成虫占居
一炎症一虫体 お よび細 菌に よるアレル ギー性炎
(深在性 熱発作)一 リンパ管肥 厚,拡 張,弁 不
全s一 リソバ流のhypostasis一下流にお よぶ"
と考 えた.
乳慶 リンパが尿 路に混ず る部位は腎以外は し
られ ていない.乳 廉槽 附近 に うっ滞 した乳廉 リ
ソバが腎 か ら尿 路に混 ず る経路についてはか な
りよく知 られ てい る.林(1925),久米(1928)
は本症 の腎内 リソパ管 の拡 張,腎 杯へ の破綻像
をみ,皆見 一江原(1928),岡元 ・亀 甲 ・川路 ・松
本(1954)も同様所 見をみてい る.片 峰(1952),
岡元 亀 甲(1954)は本症 の腎周囲 リソパ管遮断
術 の際 に腎門 の動 静脈 に纒 絡 して多数の拡張,
増殖 した リソパ管網 があ り,こ れを切断す ると
乳康 あるいは血性乳慶 の流 出をみ,術 後 は直 ち
に乳廉尿排 出が停止す ることか ら,乳 慶槽か ら
の乳塵 リンパ の逆流 は この経路に よるものと考
えた.腎 孟,腎 杯 と腎 リンパ管 との交通部位 は
RP逆 流像の出現で も推察 され る.
以上が乳庭尿 の発生機転 と発現経路に関す る
従来 の考 えであるが,第 皿,W,V章 にのべ た
今回 の リンパ造影 の所 見か ら考察 を加 え る.





に骨盤部,腰 部の深在性 リンパ節に腫大が存 し
た.す なわち リンパ管では鼠径部,骨 盤部,腰





























盤部,腰 腹部,乳 康槽附近,腎 部 リンパ系にあ









ンパ管の増加,拡 張,蛇 行錯綜 と1部に腰椎部
の 後腹膜 リンパ節の 腫大,増 加が 特徴的であ
り,一方,象 皮病,陰 嚢水瘤,睾 丸部発作,鼠
径 リンパ腺腫のような他のフィラリヤ症では リ
ソパ管の変化は少なく,鼠径部,骨 盤部に節の
















径部,骨 盤部に リンパ節の腫大,増 加が著明で
































骨盤部,腰 腹部の後腹膜 リンパ系に寄生 して,
単純性炎,ア レルギー性炎を惹起す ることによ







骨盤部の下方の深,浅 鼠径 リンパ系領域,精 索
リンパ系に寄生 して,単純性炎,ア レルギー性
炎を惹起するとともに,細 菌感染に よる感染ア
レルギーの関与が大 きいため,発 熱 と局所の丹




病,陰 嚢水瘤,睾 丸部発作(精 索 リンパ管炎,
副睾丸周囲化膿),表在性 リンパ腺腫などが惹
起されるものと考えられる.
8)乳魔尿症におけるLG腎 部像 および 胸管
鎖骨上部像による乳廉尿発現機転の検討
リンパ系造影による乳廉尿症のいま一つの特























































いつれに しても乳慶 尿症ではLG腎 部像は
両側にみられるものが多 く.RP逆 流像 も健側
にも高率に出現することと相まって,非排出側












述 したように"骨 盤部,後 腹膜 リソパ管内成虫
占居一炎症一虫体および細菌によるアレルギー
炎(深 在性熱発作)一 リソパ管肥厚,拡 張,弁
不全一 リンパ流のhypostasis一乳慶槽附近 ま
でへの波及"を 推測 した.こ の推測に関して,
本研究で乳慶尿症では特徴的に骨盤部,腰 椎下



















腰部 リンパ系と併行 して リンパ管の病変が発生
する可能性も否定できない.こ う考えるとリン
パの逆流が腎 リソバ系のみにあって腸 リソバ本
幹には 逆流 し難い理由が 理解できる ようであ
る.乳慶 リソバの尿路への混入経路については
従来 も"乳慶 リソバの腎 リソバ系への逆流一腎
杯,腎 孟粘膜破綻部一尿路混入"の 経路がほぼ


































ソパ管肥厚,拡 張,弁 不全一 リンパ流のうっ滞




された.そ れは リソバ流のうっ滞をおこし得 る
状態と悪循還による増悪の結果を示している.











しかし腎部 リソバ系にも下方の リンパ系 と併行
して リソパ管の病変が発生す る可能性 も否定で
きない.
4)乳慶 リソバの尿路への 混入経路について











成の条件 としては腎 リンパ系への逆流,充 温の
程度が優位にたつものと考えられる.
(稿を終るにあたって御指導,御 校閲を頂いた恩師
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写真5-1久 保 ♀17才 右乳喚尿
右DR4715cc左DR4413cc
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写 真7-1窪 田932才 左 乳 魔 尿
DR47右15cc左12.5cc
1時 間後 像.リ ンパ管 の拡 張 増 加,錯 綜 と腰





写真7-424時 間後にRP併 用,左 腎 リソハ
管 と一致して盗流像がみられる,(窪 田例)
写真7-2直 後像,著 明な腎部像 と乳魔槽附
近の リソバ貯溜像がある.左腎杯流出像もあ
る.(窪 田例)
写 真8-1亀 井922才 右 乳 康 尿
マ イ オ ジ ール 右10cc左9.5cc
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写 真9-1平 松 ♀57才 右 乳 魔 尿
DR47.右12.5cc左14.5cc
直 後 像 。骨 盤部 リソパ 管 拡 張 増 加,錯 綜,












































写 真10-1照 屋624才 両 乳 康 尿
DR44,右18cc,左21cc
直 後像.リ ンパ 管錯 綜,増 加.
写真10-41時 間 後像.





















































































写 真15後 藤653才 左 乳 康尿
直 後 像.マ イ オジ ール 左右12cc宛.
腰 腹 部 の リソパ 管 の 拡 張,錯 綜 と左 腎 門部 に


















写 真17-224時 間 後像.





























写 真17-1金 城947才 下 肢 象 皮 病
マ イ ォ ジ ール 右12cc左10cc注 入
24時間後 像.鼠 径 部,骨 盤 部,腰 椎 下部 に 腫
大,増 加 した リソパ 節 がみ られ る.
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写真20中 島664才 フ ィ ラ リヤ性 リソパ
節 炎.DR44右9cc左12cc24時 間 後 像.
鼠 径 部 に 著 明な リンパ 節 腫大,増 加 が あ る.
写真19-1山 川68才 陰嚢象皮病










写 真21元 吉 δ25才陰 嚢 水 瘤 右DR4415cc
左 モ リヨ ドール15cc24時 間 後 像.鼠 径部,
骨 盤 部 に 著 明 な リソパ 節 の腫 大,増 加 があ る.
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写真19-224時間後像.鼠 径部,骨 盤部に腫
大増加した リンパ節がみられる,腰腹部には
少ない(LL【川例)
・翫 桟・
.駅
孟 轟
・猫
。毒
ひ ノ
、"幽榛
写真22伊 地知662才 膀胱腫瘍.DR47左右
15cc宛.注入直後,骨盤部から腰椎下部にか
けて リンパ管の拡張,吻 合があるが増加は著
明でない.
